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先月末、嬉しいことに本ニュースレギュラー

陣から２冊の書籍が出版されました。

一人目は、現在「経済っぽいこと」というシ

リーズ名で連載されている江川さん。

かつて、「会社再建の当事者として」という

シリーズ名で連載して頂いていました。このシ

リーズが電子出版として、２月２１日にリリー

スされました。

ご所属でした大手の建設コンサルタント会社

が倒産。その直前頃から再建のための役員団の

お一人として就任され、そのチームワークと個

性あふれる関係者とのリアルなやり取りを再現

されていたことは、今でも印象に残っていま

す。

一方で、このような情報が得られる機会は滅

多に無く、ノウハウ・心得としても世間の役に

立つものと、連載中から感じていましたので、

今回の出版は、私としても首を長くして心待ち

させて頂いていたところでした。

二人目は、恥ずかしながら私です。本ニュー

ス第一号から昨年師走号で、丁度１５年。のべ

１８０編となったコラムを再構成して一冊にま

とめました。全体を通して一貫したテーマを想

定していた訳ではないのですが、仕事を通じて

各種の社会起業のお手伝いを差し上げ、また自

らも２度起業していることから、知人の出版社

社長から強く勧められ、お蔭さまで、２月２６

日に、出版の運びとなりました。こちらは、電

子出版と、オンデマンド出版の２タイプです。

後者は新しい出版形式で、注文ごとに印刷・

製本して、通常の書籍のように届けてくれま

す。この方式だと、出版社に在庫の負担が少な

く、これまで同様、紙の本としても読めるの

で、普及していくかもしれません。

江川さんの本と、私の本、アマゾンから著者

名で検索してみてくださいませ。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

お江戸にて

by ham a

弥弥弥 生生生本ニュースにレギュラー執筆

していただいている川畠さん

が「能登の夜市」の姉妹店を

開店されました。

上京された際、ご利用になっ

てみてください。

もちろん、川畠さんご自身も

お店に立っておられます。

日本酒バルChintara

03-6427-8183

17:00～24:00

金曜17:00～28:00日曜祝休

渋谷区道玄坂2-19-3

ライオンズマンション道玄坂1階



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

ハ
ラ
の
内

』

深
層
心
理
・
潜
在
意
識
・
無
意
識
…
。

こ
れ
ら
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
葉
は
違

え
ど
も
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
思
う
。

我
々
、
人
間
も
生
き
物
で
あ
る
。
生
き
物
で
し
か
も
動
く
も
の

あ
る
以
上
、
生
物
学
的
に
は
動
物
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ト

が
動
物
と
最
も
異
な
る
の
は
、
大
脳
新
皮
質
が
脳
の
周
り
を
覆
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と
グ
ロ
テ
ス
ク
な
言
い
方
か
も
知

れ
な
い
が
、
「
ヒ
ト
と
は
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
と
い
う
動
物
の
大

脳
に
、
ヒ
ト
特
有
の
新
皮
質
が
取
り
付
い
て
、
誕
生
し
た
」
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
か
。

こ
の
よ
う
な
身
体
的
構
造
の
故
か
、
実
は
我
々
が
自
覚
し
て
い

る
以
上
に
、
深
層
心
理
に
影
響
を
受
け
て
い
る
ら
し
い
。

た
と
え
ば
時
折
、
得
体
の
知
れ
な
い
怖
れ
・
不
安
に
襲
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
ど
う
や
ら
こ
の
感
情
は
、
脳
の
深
い
と
こ
ろ
か
ら

湧
き
上
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

動
物
脳
は
、
保
守
的
で
あ
る
。
過
去
に
「
生
き
な
が
ら
え
た
」

と
い
う
一
種
の
成
功
体
験
を
基
に
、
直
面
し
た
事
態
を
判
断
し
、

対
応
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
で
は
、
未
体
験
の
こ
と
、
新
し
い
こ

と
に
出
会
っ
た
な
ら
ば
、
不
安
・
怖
れ
を
抱
く
の
も
無
理
は
な
い
。

何
故
な
ら
、
判
断
す
べ
き
過
去
の
体
験
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。

心
理
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
保
守
的
判
断
に
居
座
り
続
け
て
し

ま
う
状
態
を
、
「
居
心
地
が
良
い
」
と
い
う
。
居
心
地
が
良
い
か

ら
、
そ
の
状
態
を
で
き
る
だ
け
維
持
し
よ
う
と
す
る
。

無
意
識
に
…
。

こ
こ
が
、
人
生
の
創
造
の
壁
だ
。
新
し
い
一
歩
が
何
故
か
踏
み

出
せ
な
い
の
は
、
動
物
脳
を
ベ
ー
ス
と
し
た
人
間
の
脳
の
仕
組
み

に
拠
る
の
だ
と
い
う
の
が
、
脳
科
学
の
最
新
成
果
の
よ
う
だ
。

だ
と
す
る
と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
人
は
、
ど
う

や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

全
く
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
は
、
実
は
か
な
り
少

な
い
。
大
抵
の
こ
と
に
は
、
僅
か
で
も
先
達
が
い
る
。
そ
の
少
数
を

手
本
に
し
て
、
想
像
力
を
駆
使
し
て
自
分
の
居
心
地
の
良
さ
を
拡

張
で
き
る
人
が
、
そ
の
後
に
続
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
つ
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
素
直
に
自
分
に
対
し

て
正
直
な
人
だ
ろ
う
。
他
人
の
目
、
世
間
の
目
よ
り
も
、
自
分
が
ワ

ク
ワ
ク
す
る
こ
と
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
人
。
こ
の
タ
イ
プ
の

生
き
方
を
選
択
す
る
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
」
は
、
人
に
よ
っ
て
違
う
。
人
の
顔
が
す

べ
て
異
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
も
ま
た
個
性
で
あ
る
か
の
よ
う
に
異

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
何
故
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
か
」
理
由
が
よ

く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
と
い
う
こ
と
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」

理
由
は
、
深
層
心
理
・
潜
在
意
識
・
無
意
識
の
中
に
在
る
の
で
は
な

い
か
。
無
意
識
の
中
に
あ
る
事
は
、
理
屈
・
理
性
で
は
判
ら
な
い
。

理
性
・
理
屈
が
先
に
立
つ
現
代
人
に
と
っ
て
、
理
屈
で
考
え
て
い
く

と
何
処
ま
で
も
た
ど
り
着
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
で
も

判
ら
な
い
「
自
分
の
ハ
ラ
の
内
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

＊
＊
＊

数
日
前
、
少
年
期
か
ら
の
願
い
だ
っ
た
著
書
を
世
に
出
せ
た
。

「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
」
の
一
つ
が
実
現
し
た
。
多
く
の
方
々
の
お

蔭
で
あ
る
。

さ
て
、
次
は
ど
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
に
挑
戦
し
よ
う
か
。
と
、
自
ら
の

ハ
ラ
の
内
を
探
っ
て
い
る
。

２
０
Ｘ
Ｘ
年
、
福
井
県
坂
井
市
の
丸
岡
城
が
国
宝
に
指
定

さ
れ
た
１

。
す
る
と
間
も
な
く
、
毎
号
に
付
録
が
付
き
そ
れ

ら
を
組
み
立
て
て
い
く
と
、
最
終
６
０
号
で
百
分
の
１
ス

ケ
ー
ル
の
精
密
な
丸
岡
城
が
完
成
す
る
と
い
う
雑
誌
が
発
売

さ
れ
た
。
創
刊
号
は
特
別
価
格
で
５
百
円
だ
が
、
通
常
価
格

は
２
千
円
で
総
額
約
１
２
万
円
。
地
元
に
住
む
歴
史
好
き
の

本
多
さ
ん
は
す
ぐ
こ
れ
に
飛
び
つ
い
た
。
途
中
で
解
約
し
た

場
合
で
も
、
お
金
は
そ
れ
ま
で
の
分
だ
け
払
え
ば
よ
く
、
気

軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
初
は
新
し
い
号
が
届
く
の
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
が
、
１
５
号
あ
た
り
で
飽
き
て
き
て
、
組
み
立
て
る
の
を

一
旦
止
め
た
。
世
間
の
国
宝
ブ
ー
ム
が
一
段
落
す
る
な
か
、

石
瓦
の
質
感
が
少
し
期
待
外
れ
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
仕
事

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
多
忙
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
で
も
２

０
号
ま
で
い
く
と
“
特
製
☆
笑
う
お
仙
と
肥
え
た
馬
”
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
の
で
、
「
も
う
少
し
」
と
思
い
そ
れ
ま
で

継
続
し
た
。
送
ら
れ
て
き
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
思
い
の
ほ
か
素

晴
ら
し
く
、
再
び
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
組
み
立
て
を
再
開
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
熱
意
も
長
続
き
は
せ
ず
、
２
５
号

で
「
も
う
止
め
よ
う
」
と
思
っ
た
も
の
の
、
中
途
半
端
な
天

守
閣
を
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
「
こ
こ
で
止
め
た
ら
こ
こ
ま
で

投
資
し
た
分
は
無
駄
に
な
る
」
と
い
う
思
い
が
深
ま
る
。
そ

し
て
ず
る
ず
る
と
最
終
号
ま
で
購
読
を
続
け
た
も
の
の
、
完

浮
き
草
の
ご
と
く
５
５

『

経
済
学
っ
ぽ
い
こ
と

～
コ
ン
コ
ル
ド
の
誤
り
～

』

福
井
県
立
大
学

地
域
経
済
研
究
所

江
川

誠
一

成
は
そ
れ
か
ら
ず
い
ぶ
ん
先
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、

窓
の
外
に
見
え
る
本
物
と
室
内
の
そ
れ
を
比
べ
る
と
、
ど
う

し
て
も
屋
根
に
違
和
感
を
感
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
事
業
や
取
組
に
そ
れ
ま
で
に
投
資
し
た
資
金
や
労
力

の
う
ち
、
そ
れ
を
中
止
し
て
も
戻
っ
て
こ
な
い
資
金
や
労
力

の
こ
と
を
、
埋
没
費
用
（
サ
ン
ク
コ
ス
ト
）
と
い
う
。
既
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
投
資
の
大
き
さ
に
固
執
し
、
そ
れ
が
も
は

や
回
収
不
能
の
埋
没
費
用
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
も
、
さ

ら
な
る
投
資
を
続
け
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
上
述
の

例
に
も
こ
れ
が
当
て
は
ま
り
、
も
は
や
続
け
る
意
味
を
失
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
５
号
分
の
既
投
資
分
を
重
く

み
て
継
続
し
、
結
果
と
し
て
そ
の
後
の
追
加
投
資
に
見
合
う

だ
け
の
満
足
感
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
個
人
レ

ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
国
家
レ
ベ
ル
で
も
起
き
う
る
現
象
で
、

フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
が
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
コ
ン

コ
ル
ド
計
画
で
あ
る
。

埋
没
費
用
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
ト
ラ
ッ
プ
に
な
り
、
そ

の
支
払
者
の
合
理
的
行
動
を
妨
げ
る
。
「
も
う
こ
の
人
に
５

０
万
円
以
上
貢
い
で
い
る
か
ら
、
愛
は
な
い
け
ど
止
め
ら
れ

な
い
」
と
い
う
の
も
、
「
も
う
こ
の
事
業
に
５
０
億
円
以
上

つ
ぎ
込
ん
で
い
る
か
ら
、
効
果
は
あ
ま
り
見
込
め
な
い
け
ど

続
け
ざ
る
を
え
な
い
」
と
い
う
の
も
根
本
は
同
じ
。
こ
の
ト

ラ
ッ
プ
を
利
用
し
た
商
売
も
数
多
い
。
ス
パ
ッ
と
切
り
替
え

ら
れ
る
勇
気
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。

注
１
：
福
井
県
坂
井
市
は
昨
年
９
月
、
丸
岡
城
国
宝
化
推
進
室
を

開
設
し
、
現
存
最
古
の
天
守
と
さ
れ
る
丸
岡
城
の
国
宝
指
定
を
目

指
し
て
い
る
。



私も10代後半～30代にかけてファッションにはお金をかけまし

た。平均月10万円以上は使っていました。今計算するとフェラーリ1

台は余裕で買えます。

当時はセンスのいいファストファッションという業態はなく、

ちょっと女の子にもてる格好をしたい（これ自体がもう廃れた考え

方）となると、セレクトショップやブランドショップに行かざるをえ

ないという時代背景もあります。

そして、30代後半にはご多分にもれず『大人のファッションしな

きゃ』と迷走しました。

しかし、現在は私なりの「大人としてのファッション」を見つける

ことができました。

・お金？

子供二人いてそんなにかけれません。

・若いころの服をポリシーを持って着続ける？

ポリシーがあっても体が入りません。

では何か？

それは“自分の好きな色をベースに組み合わせる”ということで

す。ピンク、赤、紺という色の組み合わせを若い時分から購入する傾

向がありました。そこで、ファストブランドだろうが、有名ブランド

だろうがその色のものだけしか買わないと決めたのです。

そうしたら、何を着てもまわりから「それ、川畠さんらしいよね」

というイメージが醸成され、四十路半ばにして「第二次オシャレさん

だねブーム」が到来したのです。

私の考える大人のファッションの定義は「好きな色使いで自分を演

出」です。

ちなみに先日の日経MJの社会トピックス面でも同様の記事が出て

いました。決して引用ではありませんのであしからず。

『 大人(おじさん)のファッション美学 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩

一世を風靡した「ちょい悪おやじ (死語になりつつある)」のブーム

を作り上げたLEONが創刊10年の節目を迎えるようです。

このLEONの登場とともに、世の中のおじさんたちがファッション

に目覚めたと言っても過言ではありません。新しいマーケットを創造

したという点でも歴史に名を残す雑誌なのでしょう。

正直あんな雑誌絶対恥ずかしくて誰も買わないのでは？と、当初考

えていた私のマーケティング力の稚拙さが情けなくなります。

気を取り直して、では「大人のファッション」とは一体どういうも

のなのでしょうか？

〇 とりあえず一つ一つのアイテムにお金がかかっている。

〇 なんとなく、シャツを着てジャケットを羽織っている。

〇 アイロンがきいていて、ズボンもパリッとしている。

という世間の勝手なイメージがあるだけで、本来明確な定義なんてあ

りません。

私も40代半ばになってみて周りの同年代の友人に会うと「お前若

いころおしゃれだったのに、今どうしちゃったの？」というケースが

多々あります。得てして、若かりし頃に“おしゃれ”と言われていた

人ほど、大人になってのファッションに困っている人が多いと思われ

ます。

その理由の多くは、

『自分が好きなスタイルが大人 (おじさん) になると恥ずかしくてでき

ない』

だから、ついつい当たり障りのないオジサン的スタイル(チノパン・ポ

ロシャツみたいな)に逃げてしまう。という一種の拘りからくるジレン

マから来るからではないでしょうか？

つまり自分自身に明確な定義がないということです。



ど「ビールの都」として有名。ビールの一人当たり年間消費量一位

は文句なしのミュンヘンなのだが、二位三位は諸説あるようで、モ

スクワだったり、パリだったり、ハルビンだったりする。少し軽め

のハルビンビールは辛め、炒めものが多い料理に相性がいい。乾杯

「カンペイ」と言われ互いに杯を一気に空ける飲み方にお腹が膨ら

み抵抗はあるが、基本的に自分のグラスには自ら注ぎので、ある程

度マイペースで飲むことはできる。カンペイの時には相手を立てる

べき時には自分のグラスの渕を下に当てる必要がある。日本でもそ

の事を意識する人も見受けられる。離れた席の人に対してはターン

テーブルにグラスの底を当ててカンペイの形をとる。

宴もたけなわになると、小生には毎晩お務めがあった。昼間に案

内を受けているので、その感想を述べることだ。いつも必ず言った

ことが、運転役を担った友人家族の次男の振国さんのドライブテク

がレーサー並だということだ。片側5、6車線を我先にと飛ばす車

群、命知らずの歩行者が道路上に立って横断を試みる。駐車だって

段差を乗り越え歩道を進み、巧みにスペースを見つけ出し車体を滑

り込ませる。車に凹みは全くない。とても小生には運転することな

どできない、助手席にいて思わず仮想ブレーキを踏む。前を見てい

るよりも、横に目を向けていた方が安心して乗っていることができ

る。目にするもの珍しいものばかりだからその方がいい。

ユダヤ人が建てた建築がハルビン市建築芸術館分館として、ロシ

ア人兵士のために建てられたロシア正教の教会が、内部は教会要素

は全くなく昔の街の様子の写真、模型が展示されている。回りは広

場、ショッピングモール、ここで見た噴水が素晴らしかった。定刻

に音楽に合わせ水滴ダンスが繰り広げられる。

昼食も全てご馳走してもらった。クレープに肉、野菜、ソースを

塗り巻いていただく。「ハゥチィー」(美

味しいの意味)。お粥まで出され、とても

じゃないけど食べきれない。これが残飯

として処分ではあまりにもったいないと

思ったところで、お持ち帰り用パック(有

料)が出てきて残り物は全て収まった。

（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』ハルビンへの旅 2015.7.26～8.2

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

車窓から果てしなくつづくとうもろこし畑

から、裸地が見えたとたんすぐに建設中の超

高層マンションが何棟も現れた。もうすぐ終

着のハルビンだ。熱い日本を抜け出して中国

北部、隣はロシア、そこまで行けば涼しいだ

ろうと、福岡－大連を飛行機で飛び、2泊し

た後にハルビンに中国版の新幹線で向かっ

た。特等、1等席に乗ると水とお菓子が入っ

たプレゼントがある。日本製の新幹線であっ

て欲しかったが、残念、ドイツ製だった。

7月26日に到着した大連では度肝を抜く建

築に出会った。新国立競技場の設計で名が知

れ渡った建築家ザハ・ハディッドばりの複雑

な彫塑的な建築だ。夜になると金属板の鎧を

着たこの建物は夜甲虫のごとく色を変える。

大連国際展示場である。

友人の家族には大変お世話になった。着いた当日にご馳走いただ

けると思ったら何と滞在期間中、四晩とも晩餐会が用意されてい

た。全て個室で各部屋には20人が食を囲むことのできる椅子に丸

テーブル、食事前の一時を過ごすソファー、トイレがある。次々に

できたての料理が電動のターンテーブルに置

かれ、目の前にきた料理を銘々に取ってい

く。

ここハルビンは東北料理の類いに入る。内

陸部であるから、魚介類よりも肉料理、野菜

料理が多い。しかし、コテコテの郷土料理で

はなく、中国の国内外の料理がアレンジされ

ている。苦手なパクチィー、内臓の類さえ

入っていなければ大方の料理は美味しく頂戴

した。

ハルビンは、毎年ビール祭りが行われるほ


